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427　　　　 精子不動化 抗 体 の 受精阻 止機構 に 関

す る検討

428　　　　 体外受精 ・胚移植に お ける

精子 不動化抗 体 の 影 響

徳 島大

大 頭敏 文 ，安 井 敏之 ， 古本 博 孝 ， 坂 本康 紀 ，

苛原　稔 ，長 谷 部宏 ，山野 修 司，鎌 田正 晴

兵庫医大

池 田義和 ，繁 田　実 ，杉本 幸 美 ，平 　省三 ，

香 山浩 二 ，礒 島晋 三

〔目 的〕 昨年 の 本 学会 に お い て 精子 不 動化試験陽

性血清に 受精阻害作用 の あ る こ とを報告 した が，

今 回精子 不 動 化抗 体 め 受 精 阻害作用 を よ り明 らか

に する と と もacそ の 作 用 機 序 の 1 つ と して 精 子 の

Capacitationに お よ ぼす 影 響 に つ き検 討 した 。

〔方法〕礒島 ら の 精子不動化試験 に よ り陽性 を示 し

た 6例 の 患者血清 に つ き そ の 受精へ の 影響 を精 子 の

ヒ ト卵 透 明帯 貫通 試 験 に より検 討 した 。 同 試験 に は

体 外成 熟培 養 に て 第 1極体 の 認 められ た 成 熟卵 の 透

明帯の みを使用した 。 健康成人男子よ り提供され た

精 子 を 6例 の 患 者血 清 および IgG 分 画 qng／me ）を

含む T6mediUin に て 37℃ 1時間 の 前培養を行 っ た

後 0．4〜 3．0 × 106／紹 の 活動 精 子 を媒精 し 37 ℃ 5％

CO2　in　 air に て 6時間培養した 。
　 Capacitation へ

の 影響 をみ る た め に ，精子 の 前培養時 の み 反応させ

た 場合お よ び正 常血清 との 前培養後 に 反 応 させた

場合 につ き同様 に 精子 貫通 試験を 用 い て 検討 した 。

〔成績 〕 6 例 の 精 子 不動 化抗 体 陽性患 者血 清 は 全

て 精子の 透 明帯 へ の 結合お よ び貫通 を抑制した 。 し

か もそ の うち 5例 は完 全 な 阻 止効 果 を示 した 。 ま た

患者血清よ り抽出した IgG 分画 は，原血清 と同様 の

阻止効果を示 した 。 次に 抗体の反応時期を変えて 行

っ た 検討 で は ，前 培養時 の み 患者血清 と反応させた

精子はほぼ完 全 な貫 通性 を示 したの に 対 し，正常血清

との 前 培養後 に 患 者 血清 を 加 え た場合に は 完全 に 透

明帯貫通性 が 阻止 された。　 〔結 論 〕今 回 の 成 績 は

精子不 動化抗体の受 精阻止作用を よ り明確 に 示した

も の で あ る 。 ま た 精 子不 動 化抗 体 は前 培 養 に よ り

Capacitation さ れ た 精 子 に 対 して も受 精を 阻害 し，

か つ 抗体 を 作 用 さ せ た 精 子 も Capacitation が 誘 起

さ れ て い る こ と よ り精 子 不動 化 抗体 の 受精 阻止機

構は Gapacitation の 抑 制 で は な い と考 え られ る 。

E目的 コ体外受精 ・胚移植を施行 した精子不動 化

抗体 （SI 抗 体） 保有 不 妊 患者 に つ い て ，そ の 卵

胞 液中 の SI 抗体価 を測 定 し，同時 に   卵胞液量 ，

  卵成熟 度 ，  受精 ，  卵分割 ，  妊 娠に対す る

影響 に つ い て も検討 した。　［方法 ］ SI 抗 体 保 有

不 妊婦 人 7 名計 11周期 に っ い て 体 外受精 ・ 胚 移 植

術を行 っ た 。 clomid ＋ HMG に て 卵胞 刺激 を行 い ，

血 中 E ，及 び 超 音波法 測 定 に よ る 卵胞径を指標 と

して ，hCG 投与 36時問後 に 腹腔鏡下に採卵を行 っ

た 。 卵成熟度は形態学的基準 に従 い ，受 精 の 確 認

は 2個 の 前 核形成 及び第 2 極体 の 放出を指標 と し

た 。 血中及 び卵胞 液中 の SI 抗体価 は定 量的 精子

不動化試験 （微量 法） を 用 い て 測定 し た 。 　［成績］

1 回 の 採卵で 採取 した卵胞 液 量 は 1．0〜10祕 で あ

り， 3 〜13個の 卵が 得 ら れ た 。 11周期で 計 47個 の

成 熟卵 ， 5 個 の 未熟卵 を 得 た 。 又 11周期 に 於 け る

血 中 SI 抗 体価 （SI　，。 値）は 20〜240，卵胞液 の

SI　5D は 5 〜160で 必 ず し も両者は 並行 し な か っ た 。

各条件 下に 於 け る卵胞 液 の SI　，o は卵 胞 液 2．0祕

以 下 ； 80．7，卵 胞 la　2．ont以 上 ： ユ04，卵が そ の 中

に 存在 した 場合 ：87．0，存在 しなか っ た 場合 ； 118、

成熟卵が含 まれ て い た場合 ： 88．5，未熟 卵が 含 ま

れ て い た 場合 ： 71．4で あ っ た 。 又成熟卵 の う ち 受

精 した 場合 ； 77．4，受 精 しな か っ た場 合 ： 114 ，

成 熟卵 で 且 っ 受 精 ・分割 した 場合 ：77 ．1，受 精 し

た が 末 分割 卵 の み の 場合 ：96．0で あ っ た 。更 に 分

裂 し た 卵 の うち妊娠 に 至 っ た 患 者で 分裂 し た 成熟

卵 を含 ん で い た卵胞 液 で は ： 64．8．妊娠 しな か っ

た もの の そ れ は ： 89 ．7で あ っ た 。 〔結 論 ］以上 の

結果 よ り 、SI 抗体 は 卵 の 成 熟 に は影 響 しな い

が 、受精 ，分割 ，妊 娠 に 対 し て 抑 制 作 用 を示 す事

が 示 唆され た 。
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